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堤防改良で地震津波による浸水被害から
人命及び財産を守る！

生産性革命
by インフラ
第４次重点計画

徳島県

作業員の安全性を最優先させた
陸閘の自動化・電動化整備

now future

耐震強化岸
壁

浸水被害発生

地震による沈下

浸水被害なし

嵩上げ

堤防改良前 堤防改良後

背後地は住宅が密集し、公共施設が集中する
鳴門市の中心エリア

通常時

堤外地

堤内地

閉鎖時閉鎖作動時

扉体

津波や高潮の到達とと
もに起立を開始する

地中に格納され、人や
車両の通行が可能であ
る

戸当たり

水位上昇に伴い扉体が浮
力により徐々に起立し自
動閉鎖する防潮堤

水位
上昇

起立開始
起立完了

自動化陸閘のイメージ

防護区域：
〇防護面積： 330ha
〇防護人口：約10,200人
〇被害防止額：1,085億円

撫養港海岸の防護区域には、我が国屈指の製塩企業および輸液
製剤のトップメーカーである大手製薬の関連企業が立地。撫養
港海岸が位置する鳴門市の化学工業の製造品出荷額は、年々増
加傾向にある。

閉鎖時(起立状態)

現 在 将 来

イ
ン
フ
ラ

整
備
効
果

通常時

図 化学工業（塩製造業、医薬品製剤製造業等）の製造品出荷額推移（鳴門市）

資料：工業統計

堤防改良後

堤防改良前



島民の暮らしと観光産業を支える

地

域

イ
ン
フ
ラ

小豆島と高松及び神戸を結ぶ定期航路が就航している
坂手港において、高齢者・身体障害者等のフェリー乗
降客の利便性を向上させるため、香川県において港湾
施設整備を実施中（交付金事業）

３年ごとに瀬戸内国際芸術祭が開催されており、外国
人観光客を含む多数の来場者に対する利便性も向上し、
観光産業を通した地域経済の活性化にも寄与

生産性革命
byインフラ
第４次重点計画

香川県

来場者・島民からの声（2013年）
・次回もまた来たい（来場者８割以上）
・瀬戸芸を通じて、地域が一丸になることができ、島民同士の結束ができた。
・船で旅をするというコンセプトが良かったのではないか。

出典：瀬戸内国際芸術祭実行委員会資料より四国地整作成

瀬戸内国際芸術祭期間中の
経済効果・来場者数（香川県内）

経済効果 来場者数

第1回
（2010年）

111億円 94万人

第2回
（2013年）

132億円 107万人

防衝工（一部整備中）

車両用乗降施設
（平成25年度完成）

人用乗降施設
（平成27年度完成）

坂手港離島フェリー乗降客の
利便性向上（バリアフリー化）

平
成
28
年
度

事
業
完
了
予
定

瀬戸内国際芸術祭春会期の来場者数比較

１日あたりの来場者数

約８００人増加

【位置図】

坂手港

整備前（エレベーター無し） 整備後

now future現 在 将 来

観
光
産
業
に
よ
る
経
済
の
活
性
化

2013年 7,970人/日

2016年 8,768人/日
→経済効果が期待される



活力ある緑の海辺空間

地

域

イ
ン
フ
ラ

高松城趾前に「キャッスルプロムナード」として緑地整備を
実施中（交付金事業）

「アート県 かがわ」に訪れるクルーズ旅客や瀬戸内国際芸
術祭の期間に訪れる外国人観光客を含む多数の来場者に対し
景観を向上し、魅力的な海辺空間を創ることで、更なる観光
客の増加を図り、観光産業を通じた地域活性化に寄与

緑地前面の護岸は、地震・津波対策としても機能する護岸で
あり、サンポートを訪れる観光客の安全を確保

生産性革命
byインフラ
第４次重点計画

香川県

平
成
33
年
度

事
業
完
了
予
定

【位置図】

高松港

観
光
産
業
に
よ
る
経
済
の
活
性
化

キャッスルプロムナードの整備により、陸側の
みでなく、海側からの景観も配慮

都市と海を融合させた魅力的な海辺空間とし
ての賑わいを創出

・

・

船から見た時に、
日本三大水城の一つ
高松城跡玉藻公園と
一体性をもった景観に！

観光産業を通した地域活性化に寄与

瀬戸内国際芸術祭期間中の
経済効果・来場者数（香川県内）

経済効果 来場者数

第1回
（2010年）

111億円 94万人

第2回
（2013年）

132億円 107万人

高松港における
クルーズ寄港回数の推移

2015年8月に高松港に寄港した「飛鳥Ⅱ」
の１寄港あたりの経済効果は約3,000万
円(香川県試算)。

（回）

now future現 在 将 来

約20年

キャッスルプロムナード イメージ図
（Ｈ２２年度 キャッスルプロムナード デザインコンペ 優秀作品より）

※画像はあくまでも作品であり、この通りに整備されるものではない

出典：（株）日本政策投資銀行・瀬戸内国際芸術祭実行委員会
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now future現 在 将 来

地

域

イ
ン
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ラ

生産性革命
by インフラ
第４次重点計画

愛媛県

〈清水大洲市長のコメント〉

今後の堤防嵩上げと鹿野川ダ
ム改造事業、山鳥坂ダム建設
事業により更なる企業進出と
雇用の創出に期待。

大洲市

平成7年7月梅雨前線（愛媛県大洲市）

至 松山市
至 宇和島市

6
国　　道

ROUTE

5

南予経済流通文化の拠点へ！

国と大洲市が連携した肱川の堤防整備等により、豪雨に
よる大洲拠点地区の浸水リスクが低減！

大洲道路の整備や高速道路の延伸により、松山・宇和島
方面へのアクセス性が向上！

平成７年からこれまでに、新たに進出した商業施設数が
約１００施設、約１,４００人もの雇用を創出。

今後の堤防嵩上げと鹿野川ダム改造事業、山鳥坂ダム建
設事業により、治水安全度のさらなる向上がなされ、地
域医療支援病院の建設やさらなる企業立地が期待。

企
業
立
地
の
促
進

四国横断自動車道（大洲道路）

鹿野川ダム洪水吐の完成イメージ
（H30年度完成予定）

既設のダムを改造

山鳥坂ダム完成イメージ
（H38年度完成予定）

暫々定堤防嵩上げイメージ

整備計画堤防高

計画堤防高

堤防天端幅７ｍ

将来嵩上高1.9m

整備計画嵩上高1.7m

一部嵩上げ
（H30年度完成予定）

堤防の段階的な嵩上げ

肱川直轄河川改修事業
鹿野川ダム改造事業
山鳥坂ダム建設事業

暫々堤防 （国）
→堤防の段階的な嵩上げ

大洲IC

・大洲拠点地区
・新市街地ゾーン
地域医療支援病院：建設中

6
国　　道

ROUTE

5

平成28年現在の状況

二線堤 （市）

大洲北IC

貯留施設（市）

大型ホームセンター

物流倉庫
太陽光発電システム製造工場

商業施設
の進出

商業施設
の進出

病院（建設中）

・大洲盆地は松山と南予地方を繋ぐ交通の要衝
・南予地方の数少ない広大な平野

二
線
堤
完
成
￬

激
甚
災
害
事
業
完
成
￬

従
業
者
数
（
累
計
）

新
規
店
舗
進
出
数

（
累
計

)

宇
和
島

津
島
間
開
通
￬

出典：大洲市

大洲拠点地区の新規店舗進出数と従業者数

貯
留
施
設
完
成
￬

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
完
成→

堤
防
嵩
上
げ
・
鹿
野
川
ダ
ム
改
造
￬

大
洲
・
西
予
間
開
通
￬

松
山

大
洲
間
開
通

￬

西
予
・
宇
和
島
間
開
通
￬

--

-

-

将
来
の
増
加
に
期
待
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東予港西条地区における台風等による高潮や荒天時の波浪による被害状況

now future現 在 将 来

世界に誇る日本の造船業を支える

よ
り
大
型
の
船
舶
が
建
造
可
能

地

域

イ
ン
フ
ラ

平
成
28
年
度

事
業
完
了
予
定

台風被害の軽減および岸壁前面の波を穏やかにするために、
愛媛県が産業関連事業にて防波堤等を整備中

当該施設の整備において、一部、西条市の事業（岸壁、泊
地整備）と併せて施設を整備することにより、造船業の振
興、地域雇用の増大、地域経済の活性化等に寄与

高い技術力を持つ日本の造船業のシェアは、中国、韓国に
次ぐ世界第３位を誇っており、中でも今治造船（株）は建
造量日本一（シェア31.4％）

生産性革命
byインフラ
第４次重点計画

愛媛県

防波堤整備による背後地の
利便性・安全性向上

今治造船（株）の建造量の推移
（東予港西条地区西条工場） 〈立地企業の声〉

造船業の国際競争は一層
激しさを増しており、競
争力確保のために大型船
の建造を計画している。

泊地増深による
大型建造船への対応

【位置図】

東予港

【公共岸壁】 【専用岸壁】

今治造船㈱
西条工場

（約2,800人）

隻万総トン

建造量が増加傾向

日本の建造量における
今治造船のシェア（2015年）

世界の建造量における
今治造船のシェア（2015年）

主な建造船(船の種類)イメージ

※愛媛県より情報提供



岸壁水深
5m

約10,000ﾄﾝ

イ

ン

フ

ラ

生産性革命
byインフラ
第４次重点計画

愛媛県

フェリー輸送を支える港湾整備
輸送ルートの多様化により物流生産性向上！

整備前 整備後

臨港道路
泊地(水深7.5m)

ふ頭用地
航路(水深7.5m)

既存岸壁（水深5.0m）

岸壁(水深7.5m)【耐震】

東予港中央地区

岸壁等の整備により
フェリー大型化に対応

愛媛-大阪を結ぶフェリーが就航している東予港において、
フェリーの大型化等に対応した耐震強化岸壁等を整備し、
輸送効率化を図るとともに、緊急物資輸送拠点を確保

輸送コスト １３．２億円／年 削減
積載台数 ４割増加 (８tトラック換算)

平成２８年４月に東九州自動車道（北九州市～宮崎市）が
開通し、陸送及びフェリー輸送を活用した九州-四国-関西
を結ぶネットワークが強化され、更なる物流効率化が期待

四国ルートの利用による車両運転距離の短縮

※各県庁所在地より吹田ICまで。本州ルートとの比較。

運転距離（本州ルート→九州ルート）

大分-関西 約7割短縮 （750km→200km）

宮崎-関西 約6割短縮 （890km→330km）

鹿児島-関西 約4割短縮 （880km→520km）

○フェリー利用により、トラックドライバーの労務管理上のメリットが生じる
○トラック輸送のみの場合より、定時性の確保がしやすくなる

四国ルート利用のメリット

【位置図】

東予港

now future現 在 将 来

平
成
30
年

供
用
予
定

船舶の大型化

岸壁水深
7.5m

耐震強化岸壁の整備

約16,000ﾄﾝ

増深

岸壁整備
（-7.5m）

フェリー大型化に対応



生産性革命
by インフラ
第４次重点計画

高知県

高知の新たな資源を掘り起こせ！！

高須浄化センター汚泥消化施設整備事業

イ
ン
フ
ラ

消化施設を整備することで、産業廃棄物である
下水汚泥の発生量を減量化→処理コスト減！

汚泥削減により発生するバイオガスを利用した
発電。安定供給できる新エネルギーの創出。

汚泥由来の肥料を活用拡大し、質の高い農作
物・農産品の生産に寄与。

水処理

汚泥搬出

現 在 now 将 来 future

MAP

高知自動車道

家庭など

建設資材等としてリサイクル

処理水

放流

汚泥

家庭など

肥料等として
リサイクル

バイオガス

汚泥消化槽

処理水

生活雑排水

消化ガス発電

汚泥

農業利用

電力

農産物

〈農業者の声〉

日持ちが良く
なりました。
日持ちが良く
なりました。

甘くやさしい味
になりました。
甘くやさしい味
になりました。

評判の良い汚泥肥料の
より一層の活用

汚泥のエネルギー化施設の導入

年間約1,200世帯分の電力量
を安定供給

生活雑排水

下⽔道処理区内での資源循環
水処理

堆肥化

完成イメージ 完成イメージ新
規
施
設
整
備
箇
所

至高知IC

国道32号

高須浄化センター
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平
成
25
年
岸
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整
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生産性革命
byインフラ
第４次重点計画

高知県

now future現 在 将 来
平
成
26
年
度

高
知
港
三
里
地
区
の
更
な
る
利
活
用
と

防
波
堤
改
良
等
を
順
次
実
施
予
定

直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
・

（S53時点）

イ
ン
フ
ラ

物流拠点の整備で地域の活力・防災力向上

高知港海岸における地震・津波対策の方針
○高知市の中心部が浦戸湾奥部に位置するという地理的特性を踏まえ、3ラインでの対策による

｢三重防護｣による対策を進める。

第一線防波堤を
粘り強い構造へ補強

高知港三里地区

出展：国土地理院

高知港三里地区の防災拠点としての機能

高知港

四国８の字ネットワーク

高知港三里地区の利用状況

*H28.6時点での寄港予定であり、今後変動する可能性がある。

1 4 1 3

17

0
2
4
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10
12
14
16
18

H24 H25 H26 H27 H28*

（回）

外航クルーズ船寄航数（回）

高知港における外港クルーズ船寄港回数推移

高知港三里地区の取扱貨物量推移

利
便
性
向
上
・
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
確
保

※出典：港湾管理者提供

18

（千ﾌﾚｰﾄ･ﾄﾝ）

貨物量増加傾向

寄港回数増加傾向

就航船舶の大型化

高知港三里地区国際物流ターミナルの整備に伴い、大水深の西側岸壁及び東側岸壁が供用
開始し、大型貨物船だけでなく、大型クルーズ船も入港可能に

高知港海岸における地震・津波対策の取り組みとして、第一線防波堤を粘り強い構造

へ補強することにより、発災後の高知港三里地区の港湾機能を確保

これらの取り組み等により、物流拠点として企業の産業活動を支えるとともに、災害

時に耐震強化岸壁等を活用し、緊急物資輸送や地域経済の復旧・復興を可能とする

なお、災害時は高知港三里地区で陸揚げした緊急物資を臨港道路経由で高知市中心部
へ、更に高知自動車道経由、四国8の字ネットワークとの連携により、広域へ輸送

高知港三里地区を活用した緊急物資輸送 高台企業用地造成による災害対応力強化

整備イメージ

地震・津波発生時の役割

◆地震・津波発生時には、高知新港で
働く人々や客船寄港時の乗客等の
避難場所として活用

◆地震・津波発生後には、耐震強化岸
壁と連携し、復旧・復興に向けた防
災拠点として活用 （企業と防災協定の締
結を前提）

東
側
岸
壁
供
用
開
始

H26岸壁供用
（東側）




